
而
し
て
辞
任
し
た
八
田
庄
治
は
株
式
会
社
丸
善
洋
物
卸
店
社
長
に
、
小
柳
津
宗
吾
は
株
式
会
社
丸
善
商
社
社
長
に
、
金
原
金
一
一
は
丸

善
出
版
株
式
会
社
社
長
に
就
任
し
た
。

翌
一
一
十
一
一
一
年
三
月
十
五
日
役
員
改
選
の
結
果
、
取
締
役
に
荒
川
実
、
司
忠
、
野
口
三
郎
、
中
山
良
謙
、
山
本
治
郎
が
選
任
さ
れ
た
。

中
山
良
謙
は
明
治
二
十
五
年
四
月
六
日
愛
知
県
北
設
楽
郡
田
口
町
に
生
れ
、
同
四
十
年
一
月
十
五
日
入
社
、
久
し
き
に
一
旦
り
外
国
課

に
勤
務
、
次
い
で
京
都
。
大
阪
両
支
店
長
を
歴
任
、
昭
和
一
一
十
一
一
年
一
月
二
十
五
日
本
店
支
配
人
を
命
ぜ
ら
れ
、
翌
一
一
十
一
一
一
年
一
一
一
月
取

が
専
務
取
締
役
に
就
任
し
た
。

柳
津
宗
吾
、
金
原
金
二
は
取
挿

は
常
務
取
締
役
に
就
任
し
た
。

取
締
役
伊
藤
四
良
は
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
昭
和
一
一
十
一
年
一
一
一
月
一
一
一
十
日
取
締
役
を
辞
任
し
た
。

昭
和
二
十
一
一
年
一
月
二
十
九
日
の
取
締
役
会
に
於
て
、
昭
和
十
八
年
三
月
廃
止
さ
れ
た
専
務
制
を
復
活
す
る
こ
と
を
決
議
し
、
司
忠

専
務
取
締
役
に
就
任
し
た
。
更
に
同
年
十
月
十
日
の
取
締
役
会
に
於
て
次
に
述
べ
る
会
長
・
社
長
の
更
迭
を
行
い
、
八
田
庄
治
、
小

津
宗
吾
、
金
原
金
一
一
は
取
締
役
を
辞
任
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
取
締
役
は
荒
川
実
、
司
忠
、
野
口
一
一
一
郎
の
三
名
と
な
り
、
野
口
三
郎

第
四
章
重
役
陣
の
異
動
と
新
機
構

取
締
役
の
異
動
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に
勤
務
、
次
い
重

締
役
に
就
任
し
た
。



昭
和
二
十
四
年
三
月
十
五
日
の
定
時
株
主
総
会
に
於
て
、
新
た
に
取
締
役
三
名
を
増
員
す
る
こ
と
を
決
議
、
井
野
礼
一
一
、
西
士
春
次
、

永
井
弥
惣
兵
衛
の
一
一
一
名
が
選
任
さ
れ
た
。
ま
た
中
山
良
謙
は
常
務
取
締
役
に
選
任
さ
れ
た
。

井
野
礼
一
一
は
明
治
三
十
年
八
月
十
二
日
東
京
市
日
本
橋
区
兜
町
二
丁
目
に
生
れ
、
大
正
五
年
九
月
十
七
日
入
社
、
昭
和
十
一
年
四
月

会
計
部
計
算
課
長
に
進
み
、
爾
後
引
続
き
経
理
業
務
に
専
任
、
昭
和
二
十
一
一
年
二
月
経
理
部
長
と
な
り
、
二
十
四
年
三
月
取
締
役
に
就

任
し
た
。

西
土
春
次
は
明
治
一
一
一
十
二
年
二
月
二
日
豊
橋
市
富
久
縞
町
に
生
れ
、
大
正
三
年
五
月
十
日
入
社
、
昭
和
十
一
年
十
月
京
城
支
店
販
売

課
長
、
同
十
五
年
五
月
本
店
詰
と
な
り
書
籍
部
の
各
課
長
を
歴
任
、
同
二
十
一
一
年
二
月
東
京
支
店
長
に
、
同
二
十
四
年
二
月
一
日
の
会

社
機
構
一
部
改
正
と
共
に
本
社
営
業
部
長
に
転
じ
、
同
年
三
月
取
締
役
に
就
任
し
た
。

永
井
弥
惣
兵
術
は
明
治
三
十
一
年
九
月
十
七
日
埼
玉
県
北
足
立
郡
戸
田
町
に
生
れ
、
大
正
二
年
五
月
二
十
七
日
入
社
、
主
と
し
て
本

社
文
具
課
に
勤
務
、
昭
和
十
一
年
六
月
文
具
課
長
に
、
同
十
七
年
十
一
月
丸
善
計
算
機
株
式
会
社
巻
工
場
支
配
人
に
転
じ
、
次
い
で
同

社
の
合
併
に
伴
い
丸
善
精
機
工
業
株
式
会
社
支
配
人
と
な
り
、
同
二
十
二
年
三
月
同
社
取
締
役
に
選
任
さ
れ
、
同
一
一
十
四
年
三
月
当
社

取
締
役
に
就
任
し
た
。

山
本
治
郎
は
明
治
二
十
六
年
九
月
二
十
一
日
大
阪
市
港
区
西
田
中
町
に
生
れ
、
同
四
十
年
五
月
十
八
日
入
社
、
主
と
し
て
大
阪
支
店

勤
務
、
昭
和
十
五
年
四
月
神
戸
支
店
長
に
、
次
い
で
翌
十
六
年
十
月
名
古
屋
支
店
長
に
任
命
さ
れ
、
昭
和
二
十
三
年
一
一
一
月
取
締
役
に
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に
勤
務
、
両

就
任
し
た
。



昭
和
一
一
十
一
一
年
十
月
、
専
務
取
締
役
司
忠
が
荒
川
実
社
長
の
跡
を
襲
っ
て
社
長
に
就
任
、
取
締
役
社
長
荒
川
実
は
社
長
を
辞
任
、

会
長
に
就
任
し
た
。
尚
当
社
に
於
て
は
、
昭
和
一
一
十
年
二
月
二
十
八
日
金
沢
末
吉
が
会
長
を
辞
任
し
た
の
ち
は
会
長
は
空
席
の
ま
ま
で

司
忠
現
会
長
は
社
長
就
任
に
つ
い
て
次
の
如
く
述
懐
し
て
い
る
。

こ
の
年
の
十
月
に
は
つ
い
に
社
長
を
引
き
受
け
る
羽
目
に
な
っ
た
。
由
緒
あ
る
の
れ
ん
を
引
き
継
ぐ
の
に
〃
羽
目
″
と
い
っ
て

は
な
ん
だ
が
、
正
直
の
と
こ
ろ
、
社
長
就
任
を
求
め
ら
れ
て
、
こ
れ
は
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
ぞ
と
心
中
に
思
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
固
く
お
断
り
し
た
が
、
先
為
代
社
長
の
金
沢
さ
ん
か
ら
「
お
前
を
お
い
て
ほ
か
に
人
が
な
い
」
と
身
に
余
る
要
請
の
お
こ
と

ば
と
励
ま
し
を
受
け
て
、
こ
の
大
役
を
引
き
受
け
る
決
意
を
し
た
。

だ
が
、
私
は
こ
の
金
沢
さ
ん
の
お
す
す
め
に
対
し
て
、
当
時
の
荒
川
社
長
に
、
「
万
事
独
裁
で
や
る
が
よ
ろ
し
い
か
」
と
注
文

を
つ
け
た
。
「
よ
ろ
し
い
」
と
い
う
｝
）
と
で
社
長
を
お
引
受
け
し
た
の
で
あ
る
。
〃
独
裁
″
と
い
う
と
、
こ
と
ば
の
ひ
び
き
が
悪
い

が
、
別
に
私
は
合
議
制
に
よ
っ
て
衆
知
を
集
め
る
こ
と
を
し
り
ぞ
け
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
す
べ
て
を
失
っ
た
丸
善
を
再
興

す
る
に
は
、
い
ち
い
ち
計
画
を
会
議
に
か
け
て
い
た
の
で
は
議
論
百
出
し
て
収
拾
が
つ
か
な
い
と
思
っ
た
し
、
ま
た
い
ち
ば
ん
若

く
て
末
席
の
重
役
だ
っ
た
私
と
し
て
は
、
先
兼
重
役
の
な
か
で
い
ろ
い
ろ
仕
事
が
や
り
に
く
い
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
考
え
、
引
き

受
け
る
以
上
は
思
い
切
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
生
意
気
な
念
を
押
し
た
わ
け
で
あ
る
（
「
学
鐙
を
か
か
げ
て
」
）

二
会
長
・
社
長
の
更
迭

１１３５

あ
っ
た
。



三
監
査
役
の
異
動

昭
和
二
十
一
年
三
月
二
十
五
日
、
村
上
英
四
郎
は
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
監
査
役
を
辞
任
し
た
。
同
年
一
一
一
月
三
十
日
監
査
役
任
期
満

了
に
つ
き
改
選
の
結
果
、
中
村
泰
は
再
選
重
任
、
新
た
に
取
締
役
を
辞
任
し
た
伊
藤
四
良
が
当
選
就
任
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
三
月
十
五
日
監
査
役
任
期
満
了
に
つ
き
改
選
の
結
果
、
伊
藤
四
良
、
五
十
嵐
清
彦
が
当
選
就
任
、
中
村
泰
は
退
任
し

と
。
そ
し
て
、
こ
の
と
き
す
で
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
本
建
築
の
腹
案
を
も
っ
て

い
て
、
こ
こ
で
自
ら
丁
稚
時
代
の
前
垂
れ
精
神
を
思
い
起
し
て
当
社
再
興
の
鬼
に

園
な
ろ
う
と
の
決
意
を
も
っ
て
い
た
と
も
述
べ
て
い
る
。

社代八
こ
の
よ
う
な
発
一
言
に
つ
い
て
は
、
経
営
審
議
会
の
経
過
を
辿
る
と
、
司
社
長
の

く忠
一
一
一
一
口
葉
は
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
首
肯
で
き
る
。

司

司
忠
は
明
治
二
十
六
年
十
月
五
日
愛
知
県
豊
橋
市
東
八
丁
一
二
七
番
地
に
生

れ
、
同
三
十
九
年
十
月
入
社
、
昭
和
四
年
九
月
名
古
屋
支
店
長
に
進
み
、
同
十
四

年
三
月
本
社
支
配
人
と
な
り
、
同
年
十
二
月
に
は
丸
善
貿
易
株
式
会
社
取
締
役
社
長
を
兼
任
し
、
次
い
で
同
十
五
年
八
月
当
社
取
締
役

に
就
任
し
た
。
ま
た
同
時
に
東
京
丸
善
製
品
販
売
株
式
会
社
代
表
取
締
役
を
、
更
に
同
十
八
年
四
月
ア
サ
ヒ
製
図
器
社
長
を
、
同
十
九

年
四
月
丸
善
精
機
工
業
株
式
会
社
社
長
を
そ
れ
ぞ
れ
兼
任
し
、
同
二
十
二
年
一
月
当
社
専
務
取
締
役
に
、
次
い
で
同
年
十
月
社
長
兼
専

務
取
締
役
に
就
任
し
た
。

蕊溌蕊蕊
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た
。

昭
和
二
十
年
八
月
、
終
戦
当
時
に
於
け
る
、
本
社
職
員
の
構
成
は
、
取
締
役
八
田
庄
治
の
記
録
に
よ
る
と

総
務
部
（
二
七
人
）

経
理
部
（
九
人
）

営
業
部
（
四
五
人
）

古
書
課
（
八
人
）

イ
ン
キ
工
場
（
九
人
）

荏
原
工
場
（
三
人
）

次
に
在
京
子
会
社
及
び
傍
系
会
社
の
職
員
は

丸
善
出
版
（
九
人
）

東
京
丸
善
製
品
販
売
（
六
人
）

丸
善
精
機
工
業
（
三
人
）

四
本
社
の
機
構
改
革

1137

五
十
嵐
清
彦
は
明
治
二
十
五
年
十
月
十
二
日
愛
知
県
幡
豆
郡
西
尾
町
に
生
れ
、
同
四
十
年
四
月
十
二
日
入
社
、
和
。
洋
書
売
場
長
、

広
告
課
長
、
人
事
課
長
等
を
歴
任
、
昭
和
二
十
二
年
二
月
総
務
部
長
に
、
同
一
一
十
三
年
三
月
十
五
日
監
査
役
に
就
任
し
た
。
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丸
善
貿
易
（
二
人
）

丸
善
商
事
（
二
人
）

丸
善
洋
物
卸
店
（
三
人
）

丸
善
製
本
（
三
人
）

学
術
文
献
社
（
一
人
）

ア
サ
ヒ
製
図
器
（
一
人
）

本
社
嘱
託
（
二
人
）

と
い
う
構
成
で
三
部
、
一
課
、
二
工
場
、
子
会
社
。
傍
系
会
社
九
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。

右
の
部
。
課
構
成
は
、
そ
の
後
も
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
三
部
の
構
成
は
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
に
は
総
務
部
に
秘
書
課
・

人
事
課
・
庶
務
課
、
経
理
部
に
監
理
課
・
会
計
課
、
営
業
部
に
書
籍
本
部
仕
入
課
・
書
籍
本
部
売
場
（
以
上
京
橋
）
・
古
書
部
（
丸
ピ

ル
売
店
共
）
・
文
具
課
（
仕
入
）
。
洋
品
課
（
仕
入
）
。
内
務
課
。
丸
ピ
ル
新
売
店
。
神
田
支
店
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
に
矢
代
田
工
場
と
駒
込
工
場
が
本
社
直
属
で
操
業
し
て
い
た
。
な
お
昭
和
二
十
一
年
十
月
一
日
に
は
、
葛
飾
区
青
戸
町
一
の

一
九
五
ァ
サ
ヒ
製
図
器
敷
地
内
に
青
戸
工
場
を
設
立
し
、
万
年
筆
の
製
造
に
着
手
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
一
月
、
司
忠
取
締
役
が
専
務
取
締
役
に
就
任
す
る
と
と
も
に
専
務
室
（
秘
書
課
及
び
広
告
課
。
各
部
に
属
し
な
い

も
の
）
を
新
設
し
た
。
同
時
に
本
社
に
調
査
（
調
査
課
・
企
画
課
）
、
総
務
（
人
事
課
・
庶
務
課
）
、
経
理
（
監
理
課
。
会
計
課
）
、
業
務

（
洋
書
課
・
和
書
課
・
古
書
課
。
文
具
課
。
洋
品
課
・
発
送
課
）
、
製
造
（
駒
込
工
場
。
矢
代
田
工
場
・
青
戸
工
場
・
販
売
課
）
の
五



部
を
設
け
、

し
て
い
る
。

た
０

各
部
に
括
弧
内
の
課
を
置
い
た
。
こ
れ
を
、
従
前
の
部
課
編
成
に
比
べ
る
と
、
可
成
に
業
務
が
拡
大
し
て
き
た
こ
と
を
示

1139

右
各
部
の
部
長
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

専
務
室
本
部
長
杉
健

調
査
部
長
伊
達
研
三

総
務
部
長
五
十
嵐
清
彦

業
務
部
長
（
兼
務
）
取
締
役
中
山
良
謙

製
造
部
長
（
兼
務
）
専
務
取
締
役
司
忠

経
理
部
長
井
野
礼
二

同
年
十
月
十
日
、
司
専
務
取
締
役
の
社
長
就
任
に
よ
り
同
月
二
十
日
専
務
室
及
調
査
部
を
統
合
し
て
秘
書
部
を
新
設
、
そ
の
中
に
秘

書
課
・
調
査
課
。
広
告
課
を
お
い
た
。
そ
し
て
秘
書
部
長
に
京
都
支
店
長
日
向
野
寛
一
を
任
命
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
十
月
一
日
に
は
、
化
粧
品
部
を
新
設
、
そ
の
下
に
営
業
課
を
設
け
、
部
長
は
野
口
一
一
一
郎
取
締
役
が
兼
任
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
部
の
業
務
は
、
化
粧
品
及
び
ア
テ
ナ
安
全
剃
刀
・
替
刃
の
製
造
並
び
に
卸
販
売
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
商
品
の
外
国
か

ら
の
輸
入
は
な
く
、
国
内
製
品
ば
か
り
で
、
当
社
に
於
て
も
安
全
剃
刀
や
替
刃
を
製
作
し
て
い
た
。
し
か
し
、
昭
和
一
一
十
五
年
一
月
一

日
に
は
、
化
粧
品
部
の
販
売
部
門
と
丸
善
薬
店
の
製
造
部
門
と
で
、
丸
善
化
工
株
式
会
社
を
設
立
、
化
粧
品
部
の
業
務
一
切
を
移
管
し
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昭
和
二
十
四
年
に
入
る
と
、
当
社
の
業
務
は
益
を
拡
大
、
外
国
品
輸
入
の
見
通
し
も
明
る
く
、
国
内
に
お
け
る
、
洋
書
お
よ
び
外
国

商
品
に
対
す
る
需
要
も
増
大
す
る
見
込
が
た
っ
た
た
め
に
、
同
年
一
月
三
十
一
日
に
業
務
部
。
東
京
支
店
を
廃
止
、
営
業
部
、
外
国
部
、

器
械
部
、
学
鐙
編
集
部
を
新
設
す
る
こ
と
を
決
定
、
翌
一
一
月
一
日
か
ら
実
施
し
た
。

各
部
の
編
成
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

営
業
部
（
商
品
の
仕
入
・
販
売
・
保
管
）
ｌ
総
務
認
書
籍
課
・
古
書
課
・
文
具
課
。
洋
品
課
・
発
送
課
。
第
一
売
場
・
第

二
売
場
・
丸
之
内
出
張
所

外
国
部
（
外
国
書
籍
の
仕
入
及
び
渉
外
業
務
）
ｌ
洋
書
課

器
械
部
（
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
計
算
機
、
典
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
‐
等
事
務
器
械
の
仕
入
。
販
売
・
修
理
・
保
管
）
ｌ
器
械
課

学
鐙
編
集
部
（
「
学
鐙
」
の
編
集
及
び
発
行
、
掲
載
広
告
の
引
き
受
け
業
務
）

昭
和
二
十
四
年
八
月
一
日
に
、
宣
伝
部
を
新
設
、
学
鐙
編
集
部
を
廃
止
、
編
集
課
。
広
告
課
を
秘
書
部
か
ら
移
管
し
た
。
ま
た
、
営

業
部
書
籍
課
を
、
書
籍
仕
入
課
。
書
籍
販
売
課
に
分
け
、
ま
た
外
国
部
に
新
た
に
雑
誌
課
。
通
信
課
を
置
い
た
。

同
年
十
一
月
末
に
、
製
造
部
矢
代
田
工
場
を
閉
鎖
、
イ
ン
キ
の
製
造
を
日
暮
里
工
場
に
移
し
た
。

昭
和
二
十
五
年
一
月
四
日
に
、
営
業
部
売
場
を
、
書
籍
売
場
・
文
具
売
場
。
洋
品
売
場
の
三
つ
に
分
っ
た
。

同
年
二
月
三
日
に
器
械
部
器
械
課
の
名
称
を
機
械
部
機
械
課
と
改
称
し
た
。
こ
れ
は
広
い
意
味
に
お
い
て
事
務
器
械
の
動
力
が
、
手

動
よ
り
電
動
に
移
行
す
る
傾
向
に
対
応
し
て
改
称
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
き
に
営
業
部
売
場
を
、
書
籍
。
文
具
。
洋
品
の
三
売
場
に
拡
大
し
た
が
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
に
は
、
書
籍
部
（
書
籍
仕
入



洋
品
部

し
た
。同

時
に
丸
ノ
内
出
張
所
、
横
浜
出
張
所
、
金
沢
出
張
員
詰
所
を
本
社
直
轄
と
し
て
、
そ
の
監
督
下
に
お
い
た
。
丸
ノ
内
。
横
浜
両
出

書
籍
部
Ｉ

’

書
籍
仕
入
課
ｌ
｜
Ⅱ
恥
郷
係

ｌ
都
内
係

書
籍
販
売
課
１
１
地
方
係

ｌ
外
注
係

古
書
課
ｌ
｜
川
誰
唾
濡

支
店
課
’
一
Ｍ
誰
難
癖

ｌ
洋
書
係

ｌ
和
書
第
一
係

書
籍
売
場
１
１
和
書
第
二
係

ｌ
和
書
第
三
係

ｌ
古
書
係

課
。
書
籍
販
売
課
。
古
書
課
・
支
店
課
。
書
籍
売
場
）
、
文
具
部
（
文
具
仕
入
課
。
文
具
販
売
課
。
文
具
売
場
）
、
洋
品
部
（
洋
品
仕
入

課
。
洋
品
販
売
課
。
洋
品
売
場
）
と
そ
れ
ぞ
れ
仕
入
。
販
売
・
売
場
を
集
中
、
営
業
部
を
廃
止
し
た
。
而
し
て
旧
営
業
部
総
務
課
の
担

当
業
務
中
、
計
算
関
係
は
経
理
部
に
新
設
さ
れ
た
計
算
課
に
、
庶
務
事
項
は
総
務
部
庶
務
課
へ
移
し
、
ま
た
発
送
課
を
総
務
部
へ
移
管

ｌ
文
具
仕
入
課
’
一
川
筆
睡
濡

文
具
部
－
１
文
具
販
売
課
ｌ
販
売
係

Ｉ
文
具
売
場
ｌ
売
場
係

ｌ
洋
品
販
売
課
ｌ
販
売
係

ｌ
洋
品
売
湯
ｌ
売
場
係

ｌ
洋
品
仕
入
課
ｌ
｜
Ⅱ
誰
唖
癖

1１４１



１１４２

張
所
は
本
社
に
近
い
た
め
で
あ
り
、
金
沢
の
場
合
は
、
現
地
の
要
請
で
出
店
し
た
も
の
で
、
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
五
日
に
は
、
金
沢

市
石
浦
町
五
十
三
に
金
沢
出
張
所
と
し
て
昇
格
さ
せ
、
横
浜
支
店
長
柘
植
福
太
郎
を
初
代
所
長
に
任
命
し
た
。

昭
和
二
十
五
年
八
月
一
日
、
イ
ン
キ
部
（
大
正
十
四
年
九
月
五
日
新
設
昭
和
十
九
年
八
月
一
日
廃
止
）
を
復
活
、
イ
ン
キ
卸
売
業

務
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
而
し
て
同
日
製
造
部
を
廃
止
、
万
年
筆
卸
売
業
務
を
文
具
部
へ
移
管
し
た
。
当
社
は
終
戦
前
に
ア
テ

ナ
万
年
筆
を
自
社
製
造
販
売
、
好
評
を
得
て
い
た
が
、
荏
原
工
場
の
全
焼
に
よ
っ
て
設
備
資
材
を
焼
失
し
た
た
め
、
立
ち
直
り
が
遅
れ
、

事
業
縮
小
を
巳
む
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。




